〜　自然環境保全委員会企画自由集会　〜

渚の自然環境をめぐる諸問題 Ⅳ：今後の展開に向けて
日本ベントス学会自然環境保全委員会／松政 正俊（岩手医科大学生物）・木村 妙子（三重大学生物資源）・佐藤 慎一（静岡大学理学部）・折田 亮（佐賀大学農学部）
【開催趣旨】　自然環境保全委員会は4名の委員（委員長を含む）と関連の検討委員からなるが、今年度には委員長の松政、および委員の木村が2期4年の任期を満了する。この間、高橋 徹 氏（熊本保健科学大）と金谷 弦 氏（国立環境研）に代わり、佐藤および折田が委員として加わっている。委員長や委員の交代は、本委員会の活動方針や内容にとっては本質的なものではないが、委員会のあり方や活動方針・内容を見直すための良い機会とも捉えられる。すなわち、生産管理や品質管理を円滑に進めるためのPDCAサイクルは、自然環境保全に向けた活動そのものには馴染まないかもしれないが、自然環境保全を目的とした委員会の運営や活動方針の見直し・改善には活用できると思われる。そこで、この機会に過去３年半の委員会活動を見直し、今後の活動をより有効なものへと改善し、繋ぐべく、本自由集会を企画した。

本委員会は、設置当初から（1）諫早湾問題、（2）上関原子力発電所建設問題、および（3）沖縄・八重山問題について、2〜5名の検討委員（自然環境保全委員会委員も含む）を置いて対応してきており、これに（4）震災復興工事問題、（5）外来植物スパルティナ（ヒガタアシ）問題を加えた5つを現在の主な課題としている。2015年に開催した自由集会「渚の自然環境をめぐる諸問題 I 」では、これらの問題設定や、それぞれの問題への対応方針についての意見を会員の皆さんから伺い、フォローアップ強化の重要性が指摘された。2016年の自由集会では、東日本大震災後の沿岸生態系の構造と機能に関するいくつかの試みを紹介し、自然災害時にベントス研究者が何をすべきかを議論し、研究者のネットワーク構築の必要性を訴えた。諫早湾閉め切りから20年となった昨年度には、有明海湾奥部ならびに全域における底生動物の時空間変動、調整池排水の海域生態系への影響、有明海湾奥部の環境異変と干拓事業の関係に関する話題提供を受け、モニタリング継続の必要性を再確認するとともに、今後の対策について議論した。

今回の「渚の自然環境をめぐる諸問題 IV」では、過去3回の自由集会やML上での議論も踏まえ、2018年度の残り半年間に何をどのように遂行し、次の体制に引き継ぐかを明確にする。
【話題提供】
１）外来ベントスの現状と今後の課題

    木村 妙子（三重大学生物資源）
２）東日本大震災・被災地の現状と課題 

鈴木 孝男（みちのくベントス研究所）

３）自然環境保全委員会の取り組みの現状と課題 
松政 正俊（岩手医科大学生物）
【総合討論】


コメント・進行：折田 亮（佐賀大学農学部）・松政 正俊
The Nature Conservation Committee, Japanese Association of Benthology - Masatoshi Matsumasa (Iwate Medical University), Taeko Kimura (Mie University), Shin'ichi Sato (Shizuoka University) and Ryo Orita (Saga University). The conservation issues of coastal environments in Japan (IV): The present state and future perspectives. 
